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実験の概要(*3)： 

 歪んだ近藤籠目格子系であるCeRhSnにはT = 0 Kで２次相転移を示す量子臨界点が存在し[1]、我々

はこの量子臨界点近傍の揺らぎに関連した磁気相関を春に ISISでの極低エネルギー非弾性散乱実験に

よって観測した。極最近、a軸方向に 100 MPa以上の一軸圧をかけることによってこの揺らぎが増強

し T = 0.38 Kで２次相転移が起きることが熱膨張率の測定から示唆された[2]。本実験では中性子実験

に使用可能な一軸圧セルを作成し、希釈冷凍機と組み合わせることで 100 MPa以上の圧力下において

0.38 K以下での長距離秩序化による磁気弾性散乱ピークを Oak Ridge National Laboratory (ORNL)

の Cold Neutron Triple-Axis Spectrometer (CTAX)を用いて探索した。一軸圧を a軸方向にかける都

合上、散乱面は b*c*面を選択した。 

 実験自体は初めに希釈冷凍機で基底温度(~0.15 K)に下げた後、モデルから予測された対称性の高い

領域を中心に測定し、温度を 1.2 Kとさらに 10 Kに上げ、同様の領域を測定することで低温での磁気

相関の発達を調査した。基底温度と高温側とで観測結果を比較したところ強度の違いは見られず、今

回の測定によって少なくとも b*c*面内の磁気相関は非常に弱いことが判明した。圧力を a 軸方向にか

けているため、磁気相関も a 軸方向に発達している可能性が高く、今後は a*軸方向の相関も調査して

いく必要があると考えられる。 
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２ヶ月以内に物性研 ISSP-NSL Database (http://quasi.issp.u-tokyo.ac.jp/db/index.php)から activity 

reportの提出をお願い致します。 


